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CNF が変える
次世代モノづくり

― 性能・研究・LCA で見る実装可能性 ―

 環境省  ナノセルロースプロモーション（ＮＣＰ）事業    



冒頭あいさつ

　セルロースの起源は 10 億年以上前の海の中に遡るといわれています。地球誕生が 46 億年前の
ビックバンですから、セルロースはその時間スケールで比べることのできる素材です。その後、
陸上に上がって 5 億年。この長い時間はセルロースを栄養源とする生物を陸上に産み出し、セル
ロースは本質的に生分解性の物質となりました。その生分解性を制御する多くの技術はすでに開
発されており、セルロースを環境負荷の小さな耐久材料へと変換することが可能になっています。

　また、現在の産業を支えている金属、プラスチック、セラミックスはいずれも二酸化炭素を排
出して製造されますが、植物が生産するセルロースは光合成により大気中の二酸化炭素を吸収し
て作られます。この点が既存の産業素材と大きく異なる点です。

　近年、これらの優れた環境性能に加え、セルロースが形作るセルロースナノファイバー（CNF）
の構造材料としての優れた特性に注目が集まっています。植物が作り出すセルロースはすべて結
晶性（伸びきり鎖結晶）ナノファイバーとして存在し、鋼鉄の 1/5 の軽さで 5 倍以上の強度を有し、
マイナス 200℃からプラス 200℃までの広い温度範囲で強度や剛性がほとんど変化しません。

一緒になって無人の荒野を開拓し、日本発の環境素材で世界に打って出ませんか？

　21 世紀に入り、この優れた性能を活かした材料の開発が世界
中で急速に進んでいます。とりわけ軽量で高強度の CNF につい
ては自動車等モビリティへの応用が期待されるところですが、
そこにはコストの壁が立ちはだかっています。その壁を突破す
るには CNF 材料を作る側と使う側の連携が不可欠です。

 　環境省 “ ナノセルロースプロモーション（NCP）事業 ” は、
無償でのサンプル提供、用途に合わせた材料のカスタマイズ、
LCA 等による環境性能評価を通して、製造企業とユーザー企業
を繋ぎ、コスト / パフォーマンスの壁を越えた CNF 材料の社会
実装を支援しています。簡単な NDA で用途に応じた CNF 材料
を提供いたします。
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次世代新素材
セルロースナノファイバー（CNF）とは

CNFとは

概要

・日本における森林は国土面積の約 7割を占める貴重な資源です。

・資源小国である日本においては輸入に頼る部分が多く、自国の資源を活用することが課題とされています。

・新素材 CNF は、再生可能でありサーキュラーエコノミーの実現に資するとしてその活用が望まれています。

・木材などの植物資源から化学的・機械的処理によって得られる、ナノサイズの繊維状素材です。

・軽量かつ高強度であり、熱膨張性が低く、生分解性も備えていることから、環境負荷の少ない次世
代素材として注目されています。すでに自動車、家電、住宅、建材などの分野で実用化が進んでいます。

・森林資源や植物バイオマスといった、再生可能でカーボンニュートラルな国内資源から製造できる
ため、持続可能な資源利用の観点からも有望です。

・環境省ではこれまで、CNF を活用した製品の開発や実証事業を推進しており、循環型社会の実現に
向けた社会実装を支援しています。

自動車部品
（軽量化、耐久性向上）

住宅建材
（断熱性向上、高強度化）

電化製品
（断熱性向上）

インク
（滑らかさ向上）

化粧品
（べたつき防止）

ランニングシューズ
（耐久性向上）

フィルム
（鮮度向上）

タイヤ
（剛性向上）

和菓子
（食感向上）

紙おむつ
（消臭効果）

CNFの活用例

CNFの製造方法
植物バイオマス 木材繊維（パルプ） セルロースナノファイバー

北越紀州製紙 京都大学
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CNF× サーキュラーエコノミー

サーキュラーエコノミーとは
  持続可能な開発に貢献するため、資源を一度使って廃棄する「使い捨て型」の経済から脱却し、

製品や素材、資源をできるだけ長く使い続けることを目指すのがサーキュラーエコノミーです。

修理・再利用・リサイクルを通じて資源の価値を循環させることで、廃棄物の削減や資源消費の抑制を
図り、環境負荷の低減と持続可能な社会の実現を目指します。

◆環境：再生可能なバイオマス資源としての活用

◆経済：地域経済を支える土台、新たな価値創出

◆社会：自然と調和した暮らしの基盤

サーキュラーエコノミーにおける森林の役割と重要性

新素材CNFを活用したサーキュラーエコノミーの実現

サーキュラーエコノミーを実現するためには、循環を前提とした製品設計と、それを支える素材選択が
重要です。

CNF は植物由来の再生可能資源を原料とし、軽量性や高強度といった特性を活かすことで、製品の軽量
化や高性能化を可能にします。

これにより、使用材料の削減や製品の長寿命化が進み、資源使用量の抑制や廃棄物削減に貢献します。

さらに、化石資源由来材料の一部代替や、設計自由度の向上を通じて、環境配慮と機能性を両立した製
品開発を後押しします。

CNF は、素材レベルから循環型の考え方を組み込むことで、新しいものづくりの可能性を広げる素材です。
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LCA で環境影響の見える化
ライフサイクルアセスメント（LCA）とは
  LCA（ライフサイクルアセスメント）は、製品やサービスが環境に与える影響を、原材料の調達か
ら製造、使用、廃棄に至るまでのすべての工程で評価・数値化する手法です。

再生可能資源から生まれたセルロースナノファイバー（CNF）のような新素材も、どの工程でどれだ
けの資源やエネルギーを使い、どのような環境負荷が発生しているのかを可視化することで、その
価値を正しく伝えることができます。

LCA は、ものづくりにおける「環境との向き合い方」を見直し、サステナブルな選択を後押しする
ための重要なツールです。

【事例紹介】NCV( ナノセルロースヴィークル ) 事業
   次世代素材 CNF( セルロースナノファイバー ) を活用して、2020 年に 10
％程度の軽量化を目標に、実際に製造してみようと 22 の大学・研究機関・
企業が目的を共有して実施したプロジェクトです。

◆検討内容
   自動車部材を CNF 材料で試作し、そのプロセスを具体化した部材について、
CO2 削減や強度、断熱性などの性能評価を行いました。

◆結果
   自動車部材として実現可能な CNF 材料
について、製品活用時の CO2 削減効果の
評価・実証を行った結果、軽量化により
16％、燃費改善効果により 11％の削減ポ
テンシャルが見込まれるという結果にな
り、NCV の有用性が示されました。

4







リサイクルプラスチック+ ＝

環境省ナノセルロースプロモーション（NCP）事業

新車の
内装部品

EU規制

環境への配慮

リサイクルプラスチックの性能が大きく向上

2032年には、”EUで販売する”新車のプラスチックに15%のリサイクル素材使用が義務付けられるELV規則が施行されます。リサイクルプラスチックの「強度低
下」や「性能ばらつき」といった課題を、私たちはCNFで解決します。ここでは、CNFがリサイクルプラスチックの性能を劇的に向上させ、環境規制と製品性能
の両立を可能にするソリューションをご紹介します。

新車ELV規則に対応するCNF&リサイクルプラ

2032年までに新車のプラスチックに15%のリサイクル素材使用が義
務付けられるELV規則は、自動車メーカーにとって大きな挑戦です。
しかし、リサイクルプラスチックは、再生を繰り返すたびに強度が
低下し、性能にばらつきが生じるという課題を抱えています。私た
ちはこの問題を解決し、厳しい規制をクリアするための道を示しま
す。

CNF

リサイクルプラスチックの課題
ELV規則を乗り越えるソリューション

15%のリサイクル素材

2032年

プラスチックに 

を使用

CNFをわずかに添加するだけで、リサイクルプラスチックの性能は劇的に向上します。
10%のCNF添加で、剛性・強度を1.5倍に高めることが可能です。これにより、品質を
安定させながら、環境規制と製品性能を両立できます。
私たちはCNF強化プラスチックが繰り返しリサイクル可能であることを証明し、持続
可能なモノづくりを支援します。

CNFにご興味を持たれたら、お気軽にご相談ください
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NEDO/CNF人材育成講座周辺研究 2022

パレット材

10%のCNF添加で剛性1.5倍、強度1.5倍

環境省環境研究総合推進費 アセチル化CNF強化バイオPEプロジェクト2019-2020
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Recycled PP 1220 (P5) 35.3 (0.30) - 5.97 (0.29) 35

CNF2%/RePP 1518 (26) 39.8 (0.54) - 4.28 (0.06) 24

CNF5%/RePP 1882 (37) 45.5 (0.25) - 3.18 (0.42) 13

CNF10%/RePP 2687 (7) 58.6 (0.04) 6.90(0.07) 2.40 (0.06) 4.6
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